
副題

授業の到達目標

授業の概要

第 1回【10/3 （木）】

第 2回【10/10（木）】 商品売買　

第 3回【10/17（木）】

第 4回【10/24（木）】

第 5回【10/31（木）】

第 6回【11/7 （木）】

第 7回【11/14（木）】

第 8回【11/21（木）】

第 9回【11/28（木）】

第10回【12/12（木）】

第11回【12/19（木）】

第12回【1/16 （木）】

評価項目 配分(%) 評価の観点

小テスト２回（計算問題） 20% 第５回・第８回目に実施

期末テスト（計算問題） 50% 第１2 回目に実施

授業の達成度 30% レポート提出はないので、出席率で判断

履修生への
メッセージ

教科書

問題集

2024【ブラッシュアップコース】

簿記の知識は経理事務のみならず、どのような場面でも生かせる1つのツールである
と考えます。知ってると知らないでは今後の社会生活の対応力が変わってくるはずで
す。全く初めて簿記を勉強する方にとってはハードルが高いかもしれませんが、最後ま
で勉強を辛抱強く続けることで結果はついてきますのでチャレンジしてみてください。

みんなが欲しかった！簿記の教科書　日商簿記３級　　滝澤ななみ著　ＴＡＣ出版

みんなが欲しかった！簿記の問題集　日商簿記３級　　滝澤ななみ著　ＴＡＣ出版

小テスト/決算手続き（決算整理・精算表）

決算手続き（決算整理・残高試算表）

決算手続き（精算表・財務諸表）

期末テスト

評価方法

実務に役立つ簿記の勉強

簿記の基本から日商簿記検定３級レベルの力をつけ実践力を学ぶことを到達目標と
する

まずテキストを読み意義を理解することから始め、次に実際に自分で計算問題を解くこ
とにより、その意義を定着させ、最終的には日商簿記検定３級の資格試験合格を目標
とする。毎回新しい項目を学び復習は必須になりハードではあるが、経理実務と企業
分析に即した知識と能力が身につく。

授業の計画

簿記の基礎

現金預金・手形と電子記録債権債務

有形固定資産・その他の取引１　

決算手続き（勘定の締め切り・剰余金の配当）・参考

小テスト/その他の取引２・帳簿１

帳簿２・３

試算表・伝票と仕訳日計表

科目名/授業形態 簿記1/対面

開講日程（学期・曜日・講時） 木曜日　2講時

担当者 濱口成美


